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苫小牧CCUS大規模実証試験
日本ＣＣＳ調査株式会社

2016年4月6日（水）～2019年11月22日（金）

累計CO2圧入量 300,110 トン

第4回 「楽しく学ぼうSDGｓ!」で、CCSを紹介

2025年8月7日（木）開催
トヨタカローラ苫小牧 とまこまい店 にて

主催：北海道新聞社 協賛：トヨタカローラ苫小牧

協力：トヨタ自動車北海道 / 日本CCS調査 / 

 TOMASEIホールディングス・苫小牧警察署

後援：苫小牧市 / 苫小牧市教育委員会

苫小牧市内の企業が協力し、SDGｓと脱炭素をテーマとした環境イベントが開かれました。
当社は、アニメで「地球温暖化とCCS」を紹介した後、
模型でCCSのしくみを体験していただきました。
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What’s New

7月26日(土)、27日(日)

「環境広場さっぽろ2025」に出展しました。
当社ブースへのご来場

まことにありがとうございました。

子どもたちに大人気！ 「ＣＣＳ仕組み説明用模型」家族連れで賑わう当社ブースの様子
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温暖化の主な要因はCO2排出量の増加
●地球全体の二酸化炭素の経年変化

2023年世界平均濃度：前年より2.3ppm増の420.0ppm
工業化（1750年）以前の平均的な値約278ppm比、51%増加

青色：月平均濃度

赤色：季節変動を除去した濃度

出典：気象庁「大気中二酸化炭素の世界平均濃度の経年変化」2025年3月25日更新
（https://www.data.jma.go.jp/ghg/kanshi/ghgp/co2_trend.html）を基に作成

世界の年平均気温：様々な変動を繰り返しながら上昇。
特に1990年代半ば以降、高温となる年が多い。

●世界の年平均気温偏差の経年変化

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差

太線（青）：偏差の5年移動平均値

直線（赤）：長期変化傾向

基準値は1991〜2020年の30年平均値
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出典：気象庁「世界の年平均気温偏差の経年変化（1891〜2023年）」 2025年3月18日更新
（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html）を基に作成

年平均気温上昇率：＋0.77℃／100年
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CCUSのCO2削減ポテンシャル

IEA（国際エネルギー機関）に
よれば、2050年ネットゼロを達
成するために必要なCCUSに
よる世界のCO2回収量は、

その時点で年間約60億トンと
見込まれています。

◼ 2050年NET ZEROシナリオの想定によるCO2分離・回収量

出典：IEA Net Zero Roadmap 2023 “Table A. 4: World CO2 emissions”を基に作成
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ＣＣＳとは

ＣＣＳとは、工場や発電所から排出される
ガスから二酸化炭素（CO2）を分離・回収し、
地中に貯留することによって、大気中への
CO2放出を抑制する革新的な地球温暖化
対策技術です。
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二酸化炭素（CO2）を貯留するには

CO2を海底下の地中に封じ込めるため
には、貯留層とその上部に遮へい層が
存在する地質構造が必要です。遮へい層
は、貯留層に圧入したCO2が貯留層から
漏れないよう遮へいしています。
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苫小牧実証試験：全体概要

出典：経済産業省 苫小牧地点における実証試験計画より編集

※） PSA Pressure Swing Adsorption（圧力スイング吸着）

水素製造装置の生成ガスから高純度水素ガスを得る
装置。
PSA装置（排出装置）からの下流ガス（PSAオフガス）
には高濃度のＣＯ２が含まれます。

圧入 貯留

圧縮

ガス供給設備

CO2含有ガス

年間10万トン規模
(供給源の操業状況等による)

圧入井（2坑）

送出

PSA※)オフガス送出排出装置

分離・回収

CO2分離・回収／圧入設備

昇圧・分離

【貯留層】萌別層砂岩層
海底下・深度1,000～1,200m

【貯留層】滝ノ上層T1部層
海底下・深度2,400～3,000m

送出配管

製油所の水素製造装置から生成さ
れる二酸化炭素（CO2）を含むガスか
ら、CO2を分離・回収し、 圧入に必要
な圧力まで昇圧（最大23MPa）して、
年間10万トン規模のCO2を苫小牧沖
の２つの貯留層に圧入し、貯留します。

設備能力は20万トン／年相当（607トン／日）
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＊

実証試験スケジュール（2012年度～）

（*）圧入したCO2の挙動（移動、広がり）を把握し、微小振動、自然地震を常時観測し、海洋環境調査を通じてCO2の漏れがないか監視.

委託契約期間 2012～2026年度

■ 2012～2015年度、準備期間
設備の設計・建設、圧入井の掘削、実証運転の準備等を実施

■ 2016年4月～2019年11月、CO２圧入（2019年11月、30万トン達成・停止）

■ 2016年度～モニタリング(*) 、継続中

■ 2019年11月～設備の保全、機能改善等

■ 2021年度～CCSとCCUの連携運用の検討・準備等
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苫小牧実証試験：地上設備の位置関係

「ガス供給設備」は製油所の水素製造過
程で生成されるＰＳＡオフガス（CO2含有ガ
ス）を、延長1.4kmのパイプラインで 「分離・
回収・圧入設備」に送るための設備です。

「分離・回収・圧入設備」では、パイプライ
ンで送られてきたCO2含有ガスから純度99%
以上のCO2を分離・回収し、圧縮機により圧
力を高めて、 ２坑の圧入井から海底下の貯
留層へ圧入し貯留します。
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苫小牧実証試験：貯留層と圧入井

CO2貯留地点の地質断面図です。

貯留層である滝ノ上層Ｔ１部層および
萌別層砂岩層に２坑の圧入井により
CO2を圧入します。

滝ノ上層圧入井は、掘削長5,800m、
最大傾斜72度の傾斜井です。萌別層
圧入井は、掘削長3,650m、最大傾斜
83度の傾斜井です。
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苫小牧実証試験：CO2分離・回収・圧入設備の空中写真
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苫小牧実証試験：CO2分離回収装置および圧縮装置
CO2分離・回収装置
ＰＳＡオフガス中のCO2を分
離・回収します。

CO2圧縮装置
分離・回収したCO2を
圧 入 に 必 要 な 圧 力
まで昇圧します。
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月間圧入実績
(2019年11月)

累積圧入実績
（2019年11月22日）

萌別層 10,793.5 トン 300,012.2 トン

滝ノ上層 0.0 トン 98.2 トン

二酸化炭素（CO2） 圧入量実績

累積圧入量の推移

2019年11月の圧入実績

2019年11月22日、圧入を終了しました

累積CO2圧入量
（2016年4月6日～2019年11月22日）

300,110.3 トン

累
積

圧
入

量
（
ト

ン
）
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苫小牧実証試験 モニタリングネットワーク
CO2圧入地点近傍および周辺に観測ネット
ワークを整備し、CO2圧入前（1年間） 、CO2

圧入中（3年間）および圧入終了後の6年間以
上に亘って継続してモニタリングを行います。

➢ CO2圧入地点周辺に掘削した観測井（3坑井）およびCO2圧入井（2
坑井）の坑内で地層の圧力、温度を観測しています。

➢ 観測坑井内および海底に地震計を設置し、地震（体に感じること
のない微小な振動を含む）を観測しています。

➢ 観測データは苫小牧実証試験センターで集中管理され、異常の
有無を常時モニタリングしています。

高感度陸上地震計
圧入井坑口位置
（2坑、傾斜井）

「LC8107030216141LGN00,courtesy of the U.S. Geological Survey」に加筆

三次元弾性波探査
作業範囲

滝ノ上層観測井OB-3
（鉛直井）

萌別層観測井OB-2
（鉛直井）

滝ノ上層観測井OB-1
坑口位置（傾斜井）

・ OBC（Ocean Bottom Cable : 海底受振ケーブル）
微小振動、自然地震観測、二次元弾性波探査に使用。

・ OBS（Ocean Bottom Seismometer : 海底地震計）
微小振動、自然地震観測に使用。

OBS

OBS

OBS

OBS

注）OBSと陸上地震測定計は2021年7月に運用を停止した。また、OBCは2025年5月に運用を停止した。
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苫小牧市で観測された直近の有感地震

14/19

震源情報 気象庁発表

発生時刻 2025年8月19日 7:19

震源位置 緯度 42° 0’N 
経度 140° 42’E
深度 約140km

地震の規模 マグニチュード   5.1

苫小牧市での震度 1

本実証試験における観測井内地震計の観測波形

陸域部は国土地理院 数値地図250mメッシュ（標高）を使用
海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用して作成

深度 約140km
M5.1
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苫小牧市周辺の自然地震発生状況

図中震源位置は気象庁一元化震源リストによる。震源深度50km以浅の地震を表示。

2025年8月の自然地震震源分布 2001年～2010年に発生した自然地震震源分布

(km)

地形図は、国土地理院 数値地図250mメッシュ（標高）および海上保安庁「日本海洋データセンター」500mメッシュ水深データより作成

2016年4月6日（水）～2019年11月22日（金）

      累計CO2圧入量 300,110 トン
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圧入地点周辺で検出された微小振動

➢ 地震には、体に感じる有感地震と、実際に振動していても体に感じない無感地震があります。

➢ 本実証試験では、後者の無感地震のうち、特に規模の小さいもの（マグニチュード1未満）を微小振動と定義します。

➢ 本実証試験では、 観測点配置の制約、地震計の検出能力の制約等から、圧入地点周辺の深度50㎞以浅を振源とするマグニ

チュード-0.5以上の微小振動をモニタリング対象としています。

微小振動
検出数推移
（各週）

圧入開始前（2015/2/1-2016/4/5） 圧入終了後（2019/11/23-2025/8/31）

16/19

左の地図は、国土地理院
基盤地図情報海岸線データを
使用して作成した

-1

0

+1

+2

Mag.

検出対象範囲

圧入期間中（2016/4/6-2019/11/22）

検出対象範囲検出対象範囲

圧入開始 (2016/4/6) 圧入終了 (2019/11/22)

2015/2/1-2025/8/31
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注）OBSと陸上地震測定計は2021年7月に運用を停止した。また、OBCは2025年5月に運用を停止した。
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坑井内圧力観測（2025年8月）

滝ノ上層観測井ＯＢ－１ 平均値： 31.74MPa（深度2238m）

滝ノ上層圧入井 平均値： 33.44MPa（深度2342m） 萌別層圧入井 平均値： 9.47MPa（深度921m）

滝ノ上層観測井ＯＢ－３ 平均値：35.20MPa（深度2150m）萌別層観測井ＯＢ－２ 平均値： 4.94 MPa（深度469m）

2016年4月6日（水）～2019年11月22日（金）

      累計CO2圧入量 300,110 トン

注）OBSと陸上地震測定計は2021年7月に運用を停止した。
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2016年4月6日（水）～2019年11月22日（金）

      累計CO2圧入量 300,110 トン
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注）OBSと陸上地震測定計は2021年7月に運用を停止した。また、OBCは2025年5月に運用を停止した。
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坑井内温度観測（2025年8月）

滝ノ上層観測井ＯＢ－１ 平均値：84.0℃（深度2238m）

滝ノ上層圧入井 平均値：87.5℃（深度2342m） 萌別層圧入井 平均値：36.7℃（深度921m）

滝ノ上層観測井ＯＢ－３ 平均値：71.2℃（深度2150m）萌別層観測井ＯＢ－２ 平均値： 22.0 ℃（深度469m）

2016年4月6日（水）～2019年11月22日（金）

      累計CO2圧入量 300,110 トン

注）OBSと陸上地震測定計は2021年7月に運用を停止した。
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2016年4月6日（水）～2019年11月22日（金）

      累計CO2圧入量 300,110 トン

圧入地点周辺の二酸化炭素（CO2）濃度（季節観測）

St.01:萌別層貯留ポイント直上
St.02:滝ノ上層貯留ポイント直上

調査測点

地上の3地点（St.A～C）と海上の12地点（St.01～12）で
CO2濃度の季節観測を実施しています。
CO2濃度は、地上観測点では体積比（単位：volppm）、
海域観測点では分圧（単位：μatm）で表示しています。
海域観測点の値は海底面の上方2mの位置での測定
値に基づくものです。

St.A

St.B
St.C

海上保安庁発行航海用海図（W1034）に加筆

* 2016年秋季は海域観測を実施していません

19/19


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20

